
平成１６年（２００４年）５月

２

請
願
名　

八
條
小
学
校
・
八
條
北
小

学
校
区
に
学
童
保
育
設
置
を
求
め
る

請
願
書

請
願
項
目

１

八
條
小
学
校
と
八
條
北
小
、
各

�

校
区
内
に
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
を
設

置
し
て
下
さ
い
。

請
願
者
（
代
表
）

住　

所　

八
潮
市
大
字
新
町
１
１
１

番
地
９

氏　

名　

八
潮
市
学
童
保
育
の
会

代
表　
 
堆 　

さ
お
り　

他
２
５
４
５

あ
く
つ

名
の
賛
同
署
名

請
願
名　

市
町
村
合
併
の
問
題
を
検

討
す
る
特
別
委
員
会
の
設
置
に
関
す

る
請
願
書

趣　

旨

　

私
た
ち
「
八
潮
市
の
合
併
を
考
え

る
会
」
は
、
八
潮
市
民
の
合
併
に
関

す
る
意
識
高
揚
を
促
す
活
動
、
及
び

八
潮
市
の
合
併
の
可
能
性
に
つ
い
て

日
頃
よ
り
調
査
研
究
・
議
論
を
重
ね

て
お
り
ま
す
。

　

日
本
経
済
の
長
期
的
な
低
迷
と
共

に
各
地
方
自
治
体
の
税
収
は
減
少
し
、

さ
ら
に
国
か
ら
は
三
位
一
体
の
構
造

改
革
と
し
て
地
方
交
付
税
の
削
減
を

進
め
ら
れ
る
な
ど
、
全
国
的
に
地
方

財
政
が 
逼  
迫 
し
て
い
る
こ
と
は
周
知

ひ
っ 
ぱ
く

の
事
実
か
と
存
じ
ま
す
。
当
八
潮
市

に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
２
０

０
４
年
度　

月
開
催
の
国
民
体
育
大

１０

会
や
、「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
の

２
０
０
５
年
秋
開
業
と
い
う
大
事
業

を
進
め
て
い
る
状
況
で
、
２
０
０
４

年
度
事
業
予
算
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、

基
金
の
残
高
も
激
減
す
る
な
ど
、
ま

さ
に
切
迫
し
た
状
況
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

八
潮
市
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

任
意
の
研
究
会
と
し
て
２
０
０
３
年

度
に
八
潮
市
合
併
問
題
研
究
会
が
発

足
し
、
党
派
を
超
え
活
発
な
議
論
・

研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
こ
こ
で
更
に
「
市
町
村
合
併

の
問
題
を
検
討
す
る
特
別
委
員
会
」

を
設
置
し
て
頂
き
、
公
の
場
で
八
潮

市
の
将
来
像
を
議
論
し
、
市
民
に
対

し
て
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
、将
来
へ
の
不
安
を
払
拭
し
、

八
潮
市
民
に
希
望
を
与
え
る
こ
と
と

確
信
い
た
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
「
市
町
村
合
併
の

問
題
を
検
討
す
る
特
別
委
員
会
」
の

設
置
に
つ
い
て
請
願
申
し
上
げ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

理　

由

１

全
国
的
に
市
町
村
合
併
が
進
む

�

な
か
、
八
潮
市
に
於
い
て
も
合
併

問
題
に
対
す
る
市
民
の
関
心
・
意

識
を
よ
り
高
め
る
こ
と
が
、
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

２

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
協
議

�

に
は
、
多
く
の
課
題
が
存
在
し
、

各
課
題
に
つ
い
て
の
解
決
に
は
充

分
な
議
論
を
必
要
と
す
る
の
で
、

早
急
に
公
の
場
で
調
査
研
究
の
で

き
る
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

３

民
意
を
代
表
す
る
市
議
会
に
於

�

い
て
、
本
八
潮
市
の
将
来
像
を
公

の
場
で
八
潮
市
発
展
の
為
に
議
論

し
、
そ
の
内
容
を
公
開
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

請
願
者
（
代
表
）

住　

所　

八
潮
市
中
央
二
丁
目　

番
２３

地
３

氏　

名　

若
林　

清
治　

他
８
名

請

願

埼
玉
県
議
会
の
海
外
行
政
視
察
に
お

け
る
逸
脱
行
為
の
真
相
究
明
と
関
係

議
員
の
出
処
進
退
の
決
断
を
求
め
る

決
議

　

こ
の
た
び
の
埼
玉
県
議
会
「
産
業

・
防
災
ア
ジ
ア
行
政
視
察
団
」
一
行

の
海
外
視
察
に
お
け
る
６
人
の
議
員

の
逸
脱
し
た
行
動
は
、
八
潮
市
民
を

は
じ
め
多
く
の
県
民
に
大
き
な
衝
撃

と
不
信
感
を
与
え
て
お
り
、
ま
こ
と

に
遺
憾
で
あ
る
。

　

全
国
の
議
会
や
政
治
全
般
に
対
す

る
国
民
の
信
頼
を
大
き
く
損
な
わ
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
責
任
は
重
大
で
あ

り
、
市
民
の
信
託
を
得
て
活
動
す
る

私
た
ち
八
潮
市
議
会
と
し
て
も
到
底

許
容
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

こ
れ
に
関
し
て
埼
玉
県
議
会
は
、

「
関
係
議
員
に
自
戒
反
省
を
求
め
る

決
議
」
を
行
い
、
関
係
議
員
が
埼
玉

県
議
会
及
び
党
の
役
職
を
辞
任
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
海
外
行
政
視

察
の
目
的
や
効
果
が
問
題
視
さ
れ
て

い
る
中
で
の
出
来
事
で
あ
り
、
そ
の

後
の
説
明
責
任
も
十
分
に
果
た
さ
れ

て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。
埼
玉
県
議

会
及
び
関
係
議
員
は
、
そ
の
責
任
の

重
大
さ
を
深
刻
に
受
け
と
め
、
全
力

を
挙
げ
て
信
頼
回
復
に
努
め
る
べ
き

で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
埼
玉
県

議
会
が
県
民
の
信
頼
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
事
件

の
徹
底
し
た
真
相
究
明
を
行
い
、
埼

玉
県
議
会
議
員
政
治
倫
理
規
程
に
基

づ
き
、
厳
正
な
対
処
を
さ
れ
る
こ
と

を
求
め
る
。
ま
た
、６
人
の
議
員
は
、

自
ら
の
地
位
と
責
務
を
自
覚
し
、
辞

職
を
含
め
出
処
進
退
を
明
ら
か
に
す

る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

「
平
成　

年
度
八
潮
市
一
般
会
計

１６

予
算
」
に
つ
い
て
、
討
論
の
概
要

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
討
論
と
は 

　

　

議
会
の
会
議
に
お
い
て
、
表
決
の

前
に
、
議
題
と
な
っ
て
い
る
事
件
に

対
し
賛
成
か
反
対
か
の
自
己
の
意
見

を
表
明
す
る
こ
と
を
い
う
。

　

討
論
は
、
意
見
の
異
な
る
相
手
を

自
己
の
意
見
に
同
調
さ
せ
る
こ
と
に

そ
の
意
義
が
あ
る
。

　
反
対
討
論　
　
　
　
　

　

今
議
会
の
市
長
施
政
方
針
・
諸
報
告
は
、「
経
済
状
況

が
好
転
し
て
き
た
」
と
の
声
が
あ
る
が
「
ま
だ
ま
だ
景
気

回
復
の
歩
み
は
遅
い
」
と
し
「
さ
ら
に
必
要
な
施
策
の
実

施
が
望
ま
れ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
予
算
は
、
小
泉
内
閣
が
言
う
「
三
位
一
体

１６

の
改
革
」
初
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。
同
改
革
に
よ
っ
て
、

市
財
政
は
平
成　

年
度
当
初
予
算
比
で
６
億
円
近
く
も
減

１５

少
し
て
い
ま
す
が
、
市
長
の
言
う
「
必
要
な
施
策
の
実
施
」

に
困
難
を
も
た
ら
す
も
の
で
、
全
国
市
長
会
が
国
に
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
が
当
然
の
こ
と
で
す
。

　

歳
出
で
は
、「
だ
い
ば
ら
学
童
保
育
所
」
の
設
置
や
乳

幼
児
医
療
費
の
窓
口
払
い
を
な
く
し
、
さ
ら
に
拡
大
さ
れ

た
こ
と
や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
開
始
等
々
子

育
て
支
援
へ
の
充
実
は
評
価
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
障
害
者
関
連
で
は
重
度
心
身
障
害
者
入
院
食

事
代
の
助
成
減
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
の
後
退
、
身
体
障

害
者
手
帳
に
か
か
る
診
断
書
料
補
助
要
綱
（
非
課
税
世
帯

が
対
象
）
が
変
更
さ
れ
上
限
が
設
定
さ
れ
る
、
高
齢
者
福

祉
で
は
、
ね
た
き
り
老
人
手
当
て
が
廃
止
さ
れ
る
な
ど
し

て
い
ま
す
。
介
護
保
険
・
障
害
者
支
援
費
制
度
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
制
度
で
全
て
が
満
た
さ
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
柔
軟
な
対
応
を
求
め
ま
す
。

　

土
木
費
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
周
辺
事
業
費
の
計
上
、
西

部
拠
点
や
外
環
八
潮
複
合
型
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
検
討

・
調
整
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
事
業
の
十
分
な
見
極
め

を
求
め
ま
す
。

　

長
引
く
不
況
と
三
位
一
体
の
改
革
で
困
難
な
財
政
運
営

が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
自
治
体
が
住
民
の

暮
ら
し
を
守
る
砦
と
し
て
真
価
を
発
揮
す
る
こ
と
を
求
め

反
対
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

　
賛
成
討
論　
　
　
　
　

　

現
在
、
国
内
の
一
部
で
は
企
業
収
益
の
改
善
等
持
ち
直

し
の
兆
し
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、地
方
財
政
全
般
は
、

景
気
低
迷
が
続
く
中
、
税
収
の
伸
び
が
見
込
め
な
い
一
方

で
、
扶
助
費
の
増
加
や
公
債
費
負
担
等
で
大
幅
な
財
源
不

足
が
生
じ
、
ま
た
地
方
交
付
税
制
度
の
見
直
し
や
国
庫
補

助
負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
が
行
わ
れ
る
な
ど
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
更
に
今
後
三
位
一
体
の
改
革
が
進
む

に
つ
れ
、
市
町
村
合
併
等
も
加
速
度
的
に
進
む
も
の
と
考

え
ら
れ
、
各
々
の
地
方
自
治
体
の
自
主
性
・
自
立
性
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
財

源
で
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
大
き
な
課
題
で
す
。
こ

の
よ
う
な
中
で
、
市
税
は
、
前
年
対
比
１
・
４
パ
ー
セ
ン

ト
増
を
見
込
ん
で
お
り
、
徴
収
対
策
や
自
主
財
源
の
確
保

等
の
姿
勢
が
伺
え
、
所
得
譲
与
税
な
ど
新
設
項
目
に
つ
い

て
も
適
切
に
予
算
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
、
事
業
経
費
の
確
保
が
困
難
な
状
況

の
中
で
、
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
関
連
事
業
等
の
都
市
基
盤
整
備
、
不
況
対
策
資
金
融
資

の
保
証
料
全
額
補
助
、
新
規
創
業
資
金
融
資
利
子
補
助
、

乳
幼
児
医
療
支
給
対
象
者
及
び
児
童
手
当
対
象
者
の
拡
大
、

障
害
者
行
動
計
画
策
定
、
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計

画
策
定
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
創
設
、（
仮

称
）
だ
い
ば
ら
学
童
保
育
所
整
備
事
業
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
認
証
取
得
経
費
、
消
防
庁
舎
基
本
計
画
策
定
、
入
学

準
備
金
貸
付
・
教
育
資
金
貸
付
を
専
修
学
校
ま
で
拡
大
等

々
、
可
能
な
限
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る
姿
勢
が
伺
え

ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
積
極
的
に
努
め
て
い
る
姿
勢
を
評
価
し
、

賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

請願書、決議書

Mac11 Title:*やしお議会31号Ｐ1（案1）-3 Page:2  Date: 2004/04/22 Thu 15:34:25


